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　パキスタン・イスラム北川刊西部バルチスタン州で2008年

10月29日に発生した地雲（マグニチュード6.4）の被害は、

国連人道問題調整服務所報道部門（OCHA･IRIN）や政府国家災

害管理局（NDMA）の発表によると、11川時点で死者約270

人・負傷者357人・損壊家屋9､897軒・被災者合計68､200人に

［俯ました。

　AMDAは､AMDAパキスタン支部から医療チームを、被害

が大きかったバルチスタン州ジアラット地区（クエッタから

約110キロ北西）に派遣しました。 11月9～12日滞在し、地

元当局によって建てられたカワスの避難所の医療クリニック

（テント）で約75人の患者を診療しました。災害後に顕著な、

うつや興奮、不眠の症状が多くみられ、避難所には産科医や

薬剤帥がいないため、医薬品（100Kg）を地元保健司へ提供

しました。地理的に孤立し、小さな集落が散らばる被災地ま

で、交通服情に詳しいドライバーでも陸路でカラチから２日

間かかりました。

　また､AMDAアフガニスタン支部の医療チームは、11月22

田ニパキスタンとの国境に位置するアフガニスタン・イスラ

ム共和国カンダハル州スピン・ボルダック県で６日間医療支

　2008年･11川25日サイクロン「ニーシャ

（Nisha）］がスリランカ民主社会主義共和国

北部を直撃し､深刻な豪雨と洪水をもたらし

ました｡ジャフナ県は過去90年で最も多い雨

量を記録し､全体で20人の死亡が確認されま

した｡被害が最も甚大だったジャフナ県では

33万人が被災し､4万戸が損傷しました（内、

約1五戸は全壊）｡大洪水により低地の住宅が

冠水したため、ジャフナ県だけでも247か所

の避難キャンプが設置されました｡AMDAス

リランカ支部は姉妹団体のセント・ジョンアンビュラン

スと協力し、ジャフナ県保健局による被災者のための医

療活動支援として、約10種類の医薬品（抗生物質、気管

支炎・肺炎抑制薬、経L）補水薬、抗原虫剤等）の提供を

行いました。

　今|口|のサイクロンにより、セント・ジョンアンビュラ

援活動を行いました。

392人を診療し、主な疾

患は風邪･咳137人(35

％)、急性呼吸器疾患72

人(18％)、ﾄﾞ部尿路感

染症72人(18％)でし

た。

　治安状況は非常に悪

く､現地の医療スタッフ

の協力を得ることで実

施が可能となりました。

【派遣者】

計17大（医師８大・看　　ﾊﾟｷｽﾀﾝ･ﾊﾞﾙﾁｽﾀﾝ州避難民キャンプ

護師３人・薬剤師１大・調整員３人・運転手２大）ＡＭＤＡ本

部：調整員１大／パキスタン支部：外科医４人（バカイ医科

大学病院）･運転手2人（バカイ財団）／アフガニスタン支部:

医師４大・看護師３人・薬剤師１人・調整員２大（カブール市

の政府系組織AHDSrアフガン保健・開発サービス）他）

ンスのジャフナ研修施設も浸水

被害を受けています（写真右）。

AMDAは2003～06年に「医療和

平プロジェクト」の一環で､内戦

後のスリランカ北部で巡回診療

や学校保健教育を実施しました｡ 2003～04年にはジャフ

ナ巾郊外の２村でコミュニティ復興支援事業を行いまし

た。今回の緊急救援で連携した県保健局やセント・ジョ

ンアンビュランスは､当時のプロジェクト協力機関です。

今回のスムーズな連携は、過去の支援活動を活かした

ネットワークの存在が大きかったといえます。
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こ

「ＡＭＤＡ国際医科大学inネパール」構想とラム･バラン･ヤダブ大統領表敬

←バラン・ヤダブ大統領を表敬
AMDAグループ代表　菅波　茂

レグミAMDAネパール支部長、ラム・バラン・ヤダ
ブ大統領、菅波茂AMDAグループ代表（右から）

とのお言葉をいただき

ました。ちなみに､大統

　１月15日にラム･バラン・ヤダブ大統

領を表敬しました。その席で３つのこ

とを述べました。一つは､2008年8月に

発生したネパール・スンサリ郡の大洪

水緊急医療支援に派遣されたAMDA医

療チームの活動現場に、慰問に来てい

ただいたことに対する感謝をしました。

二つは、ＡＭＤＡネパール子ども病院が

成功裏に10周年を迎えることができた

こと、その象徴として2万人目の出産を

報告しました。三つは、ＡＭＤＡネパー

ル子ども病院事業だけでなく、ダマッ

ク市にあるAMDA病院事業などの実績

に基づいた「ＡＭＤＡ国際医科大学inネ

パール」構想を紹介しました｡大統領か

ら「それは私にとっても喜びである。今

後もネパールの人たちを助けて欲しい」

鎖はＡＭＤＡが1992年にダマック市で

ブータン難民救援医療活動を実施した

時の保健大臣でした。 AMDAのことを

熟知されていました。

　引き続いて、AMDAネパール支部執

行部と会議をしました。全員一致のも

とに｢AMDA国際医科大学inネパール｣

構想の実現が決定されました。この医

科大学は、ＡＭＤＡネパール支部のみな

らずＡＭＤＡインターナショナルとして

の象徴になります｡場所をカトマンズ、

ブドワール、ダマックのいずれにする

のか。予算をどうするのか。教職員を、

あるいは医学生の募集をどうするのか。

解決すべき課題が数多くあります｡３ヵ

月ぐらいかけて、AMDAネパール支部

が計画書を策定する予定です。世界初

のＮＧＯ医科大学を目指しま

す。

　ネパールは世界の最貧国の

一国です。医療状況も非常に

遅れています｡反対に、日本は

平均寿命世界･です。日本の

大学の医学部や看護学部との

連携を考えています。一方的に最先端

の見識や技術力を提供するだけではな

く、若い医師､医学生や看護学生が現地

で医療の原点を再発見することになる

と思います。汀技術を応用した遠隔医

療による支援体制も新しい視点です。

更に、ＡＭＤＡ各国支部を含めた国際社

会からの支援も考えています。それは

ＡＭＤＡ相互扶助ネットワークの一層の

拡充を意味します。皆さまのご理解と

ご支援をお願い申し上げます。

水野達夫特命全権大使、小林麻衣子AMDA社会開発機

構、菅波代表、江口AMDA兵庫県支部長（左から）

ＡＭＤＡネパール子ども病院10周年記念式典および合同慰霊祭　開催

　ネパール連邦民主共和国ブトワール

市にある母と子の病院（AMDAネパー

ル子ども病院）は､阪神人雲災被災者の

方々の思いと毎日新聞社のご協力を中

心にしたご支援により、1998年に開院

しました。このたび10周年･を迎え、記

念式典と合同慰霊祭を開催しました。

　当時、ネパールの人目2､000万人に対

し、小児科医は約70人でした。小児病

院は首都のカトマンズにあるだけで、

不衛生な自宅出産のために妊娠中毒な

どの危険な状態を早期発見できないま

10周年を祝うイルミネーションでライトアップされた

－sogo‘抑.叫一ＡＭＤＡＪｏａｍ�２００９冬芳‘

ま出産し、大量出血で死亡する場合も

多くありました。乳幼児死亡率は日本

の約25倍､妊産婦死亡率は約60倍でし

た。ネパール政府は90年代から、乳幼

児死亡の減少を最優先課題に掲げ、予

防接種などの対策を実施。 2006年の乳

幼児死亡率は90年に比べ半減しまし

た。しかし､医師などの医療従事者の介

助を受ける分娩は19％で、妊産婦死亡

率は改善していません｡一方､ＡＭＤＡネ

パール子ども病院の10年間の外来患者

は延べ40万人、入院患者も延べ４万人

となり、昨年9月には2万人目の赤ちゃ

んが誕生しました。

　現在、ＡＭＤＡネパール子ども病院で

は、ペッド不足や医療環境改善を目指

し、周産期病棟を増設中です。引き続

き、ご支援をお願い申し上げます。

【AMDAネパール子ども病院】

Siddhartha Childrenls and Woman’s Hospital 恵まれないこどもと女性のための病院

シッダルタ:お釈迦様のご幼名遠くから伝来した仏教にちなみ､日本とネパールの架け

橋にとの想いを込めて命名。

ブ1ヽワール市：首都カトマンズから西に約200キロインドの国境近く、交通の要所。

　　　　　　　近くにルンピニ（ブッダ生誕地）がある。

1998年11月２日　開院。外来部門がスタート。

1999年入院・救急受け入れ、婦人科開始。

篠原記念小児病棟、新病棟、外来棟他新設を経て、

2009年１月現在　ベッド数:109床　スタッフ：計142人（医師８人・看護師17人他）

2007年７月－2008年７月　　外来患者数:37､191　急患患者数:5､460

　分娩数:2､638（内､帝王切開961）　婦人科手術件数:1､417　　小児科手術数:492

　入院：計6､511（小児科3､354　産婦人科2､645　1CU512）



ネパールで迎えた14年目の阪神淡路大震災の日

AMDA兵庫県支部支部長　医師　江「|貴博

　　　　シッダールタ君も飛び入り参加したステージ

　阪神淡路大雲災から14年になる１月

中旬に、AMDA兵庫県支部メンバーを

中心に総勢27人で､AMDAネパール子

ども病院を訪問してきました。

　本来10周年のお祝いは昨年11月２目

に行うのが普通ですが､今回この1月17

日に行ったのには大きな理由がありま

した｡それはこの病院が､阪神淡路大震

災の時にいただいた支援に対するお礼

として、被災地からの

寄付が集まってできた

病院だからです。私た

ちは、その10年の節目

にあたって、震災の日

の１月17日に、日本人

とネパール人とで合同

の慰霊祭を行うことを

考えました。

　阪神淡路大震災では

6､434人もの方が亡くな

られ、震災から14年が

経っても、大切な人を

失った人々の心はまだ

極えていません。しか

しながら、そのお礼で

出来たこの病院では、

ル人物故者に対して、みんな

で折りを捧げました。この地

に発祥した仏教が遠く日本に

伝播し、AMDAネパール子ど

も病院が懸け橋となって、遠

い日本からこうして慰霊に訪

ねることが出来たことを思う

と、とても感慨深いものがあ

りました。

　国内線の遅延もあって、ブ

トワールにあるＡＭＤＡネパー

ル子ども病院に酋いたのは夜７時ごろ

になっていましたが、遅くなったにも

かかわらず、ライトアップされた病院

の周りには多くの人が集まり、ネパー

ルの人々による歌と踊りの

歓迎に感激しながら､夜は吏

けていきました。

　そうして1月17目、朝から

合同慰霊祭が始まりました。

まず、江口から

今回の合同慰霊

祭の趣旨を説明

し、そして宗教

ネパール子ども病院10周年記念式典が

始まりました｡式典では､ネパールの保

健夫匝やブトワール市長など、多くの

方々からお祝いの言葉をいただきまし

た｡そして､新しく建てられた外未練の

オープニングセレモニーでは菅波代表

によるテープカットが行われ､また､今

後建設予定の周産期病棟の地鎮祭も行

われました。私たち日本人からのカル

チャープログラムでは、10周年を記念

して作成した絵本[ありがとぅね]の拡

大服を見せながらストーリーをネパー

ル語で朗読し、その内容を披露したと

ころ､会場は明るい笑顔に包まれました。

　また今回、ボランティアでご同行頂

･･l････W･ ･|　いたファミリーシン

ダ・カーポの皆さんによる演奏

上:AMDAネパール子ども病院で合

同慰霊祭(手前は東山塞清極大僧正)

下：仏教の聖地ルンピニにあるア

ショカ王の塔の前で合同慰雪祭

40万人もの女性やこどもたちの病気が

癒され､そして2万人もの赤ちゃんが誕

生しています。その現地で震災物故者

の方々の慰霊を行うことで、少しでも

心が極されるのではないかと考えたの

です。そしてまたネパール子ども病院

でも､献身的な治療にも関わらず､治療

の甲斐なく亡くなった女性たち、子ど

もたちがいます。そういう女性や子ど

もたちの慰霊もいっしょに行うことで、

お互いに大切な人を思いやる気持ちを

共有したいと考えました。

　今回の慰霊の訪問には、徳川家の菩

提寺である高野山蓮花院の東山泰清御

住職がボランティアで参加して下さい

ました｡そして､仏教の聖地であるルン

ビニのアショカ王の塔の前で、日本人

一行により、震災物故者およびネパー

の壁や文化的な壁を乗り

越えて､一緒に祈りましょ

うと呼び掛けました｡慰霊

祭には、ネパールから、仏

教、キリスト教、イスラム

教そしてヒンズー教と、さ

まざまな宗教の司祭が顔

を揃えて祈りを捧げ､また

東山全潰御住職による法

要も滞りなく執り行われ

ました。その光景は､宗派

や国籍など関係なく、お互

いを思いやる心と心が通

じ合ったような、そんな感動的なひと

時でした。

　感動覚めやらぬまま、午後のＡＭＤＡ

ｊスケジュール】

１１月15日　ラム・パラン・ヤダプ大統領　表敬

１月

１月

16目

17目

ガーソングライター、

ダ・カーポの皆さん

による演奏も会場を

盛り上げました。ダ･

カーポさんといえば、

いつもチャリティー

コンサートで寄付を

呼びかけ、またこの

たび、ＡＭＤＡネパール子ども病院の

テーマ曲「命の花」を作ってドさり、心

から支援をして下さっている方です。

会場のみんなは､その美しい歌声と、ギ

ター、フルートの音色に魅了されまし

た。そして、「命の花」を会場全員でネ

パール諸により合唱､ステージには、こ

の病院で最初に生まれた子であるシッ

ダールタ君も飛び入り参加し、その盛

り上がりは最高潮に達しました。

　私たちＡＭＤＡ兵庫県支部のメンバー

は、震災で亡くなった方々や支援して

下さった方々の思いを胸に刻みながら、

今後もAMDAネパール子ども病院を支

援し続けます。これからもご支援のほ

どどうぞよろしくお願いいたします。

絵本「ありがとぅね」

作者の鈴記好博医師（右端）

ＡＭＤＡネパール支部によるレセプション

＊来賓：在ネパール日本大使館　水野達夫特命全権大使

合同慰霊祭　仏陀生誕地ルンビニ

合同慰霊祭　ブトワール市

ＡＭＤＡネパールｆども病院10周年記念式典　ブトワール巾

Ｉ【日本からの参加者】敬称略

Ｉ東山全潰（高野山蓮花院　権大僧正伝燈火防闇梨）／銘記好博（医師 絵本［ありがとぅね］

Ｉ作者）押田芳雄／篠原浪枝／小林辰也子／桶川勝記／占閑次夫（神戸須磨ロータリークラブ会

Ｉ長）／古閉淑子／ダ・カーポ（榊原政敏／榊原広子／榊原麻里子／金田良美）
Ｉ

ＡＭＤＡ兵庫県支部　江目貫博／小倉健一郎／桂本聡､子／神徳規子／須藤牧衛／須藤とし／中田

Ｉ　　　　　　　　　　由紀／中山正紀/中山公江/中山正祥/中山幸子／藤本亜紀了･／藤本瑞穂／

Ｉ苛波茂（ＡＭＤＡグループ代表）／丸山美江（（医）アスカ会　看護介護部長）
１
・【現地参加】AMDA社会開発機構　小林麻衣子

Ｍ)ｇｏ雅りｏ一AMDAJoum�2009冬ぢ‘
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吋 写 ♪ＡＭＤＡ高校生会　オータムコンサート～ＢＲＡＳＳ　ＩＰＰＡＴＳＵ～

　11月23目岡山大学祭（津島祭）で、

岡山大学応援団総部吹奏楽団と

AMDA高校生会による合同コンサー

トが開催されました。

　ＡＭＤＡ高校生会は、2007年から

ＡＭＤＡ社会開発機構の事業地－

AMDAホンジュラスと協力し、「命－

自分を守ることは､大切な人を守るこ

と」を合旨葉に、ＨⅣ･エイズ予防啓

発活動を続けています。 2008年から

は､加えて性感染症の薬の支援活動を

進めています。

　この活動に賛同してくださった岡大

吹奏楽団のご好意により、コンサート

を通じて多くの方々にこの活動を知っ

ていただければとの思いから企画した、

ＡＭＤＡ高校生会として初の合同コンサ

ートでした。

　本番当日､団員によるエネルギッシュ

なサウンドと輝かしいスタンドプレイが

披露されました｡オープニングはアニメ

※当日の様子は、ＡＭＤＡホームページ「ビデオギャラリー」でもご覧いただけます。

　http://amda.or･jp/pub/category0002.html
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AMDA高校生会　2008年度活動年表

2008年,４月 高校生会パンフレット作成　　　　　　　　　白土ﾉぐ憚

あすか健康村フェスティバルに参加一ホンジュラス支援の呼びかけ＜写真①＞

５月 ｢国際ソロプチミスト岡山愛の基金]の助成金決定

(活動テーマ：エイズ予防啓発・性感染症の薬支援活動)

６月 広島県立福出演之館高校一文化祭でホンジュラスのパネル展示、

募金活動、校内弁論大会においてＡＭＤＡの活動を発表

７月 エイズ予防啓発のバッジデザイン作成・決定＜写真②＞

８月 RSK山陽放送ラジオ「おかやま朝まるステーション1494］に出演

９月 街頭募金活動参加＜写真③＞

(RSKキャンベーン｢PEACE forthe children～地域、そして戦場～｣)

岡山県立総社南高校から物品（CDとゲームソフト）寄付受領

10月 岡山大学医学部保健学科の学生と交流会

11月 岡山大学応援団総部吹奏楽団とオータムコンサート「Brass lppatsu」

（岡山大学祭（津島祭））＜写真①＞

12月 街頭募金活動参加

(RSKキャンペーン｢PEACE forthechildren～地域、そして戦場～｣)

国際理解セミナー「国際協力と私たち］

2009年２月 p定－あすか健康村音楽祭

川 p定一募金活動参加(RsKキャンペーンチャリティコンサート

｢PEACE forthe children～地域、そして戦場～｣)

＜講演＞

10/8

10/21

10/21

11/7

11/8

11/9

11/16

11/19

11/27

11/30

12/4

12/5

12/19

広島県立御調高等学校

おかやまコープ備北地域

岡山県私学秋季研修会（岡山県内私立中学･高校教職員対象）

岡山県立笠岡商業高等学校

第二回総社市保健福祉大会

美作医会特別講演会（美作医会所属医師対象）

岡山県保険医協会第214回プライマリケア懇話会

総社市立総社東中学校

岡山県小学校教育研究会人権教育部会県大会

医学生ゼミナール中四国（中四国の医学生、医療系学生）

岡山県立岡山操山中学校

岡山県井原市立高等学校

岡山市立光南台中学校

缶

j貪宍礼

ソング「岸の上のポニョ」一思わずにっ

こりな曲でスタート。ベートーペンの

「エグモント」からポップスまで幅広い

ジャンルで、お楽しみいただきました。

ＡＭＤＡ高校生会は約500人のお客様を

お迎えして､企画ステージでエイズクイ

ズを実施した他、中南米･ホンジュラス

やアフリカ･ザンビアの活動を生演奏と

共に映像で紹介しました｡クイズの合間

にホンジュラスのある中南米のラテンの

名曲［テキーラ］を取り入れ、ノリの良

い音楽にのってクイズに挑戦していただ

き、最後に､平和を願いながら「Believe」

を全員で合唱｡一人ひとりの心に響くサ

ウンドステージとなりました｡ご協力く

ださいました岡大吹奏楽団の皆様､聴き

に来てくださった皆様､ありがとうござ

いました。

＜講義＞

11/6

11/10 ・17

11/28･12/5

関西福址大学

岡山商科大学経営学特殊講義((社)岡山砲擢友会ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾌﾟﾛﾌｪｯｻｰ)

岡山大学薬学部

＜本部訪問＞

11/20

11/25

12/10

12/22

岡山大学医学部

青由学院大学国際交流共同研突センター
総社市立総社東中学校

広島県立福山誠之館高等学校

＜イベント＞

10/3

11/1

「findsMINDS － AMDA社会開発機構を知る・世界の今を知る」

～サイクロン緊急救抜活動と社会開発事業の経験から～

AMDA兵庫県･支部設立10周年記念イベント「私達の国際協力」

～AMDAネパール子ども病院10年の歩みとこれからの取り組み～

－.i卯Q:/泌－y4MZM jaru1 2卯9各ひ
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申岡山市立庄内小学校(iりンペ妬蜃隊)

●1パンフル「トf俑前の風｣(今井舞,eフワ:西郷7鞠)ﾌ∧しj

や布自修国紳琴岬碑と卿『=おりや叫』

第2部[i51:(jQ7)佃濠一際会爾祭｢希迪φ4｣コシ妙-jﾄﾞ)ﾚ几ﾉい1:jll

争旭川荘ﾐi÷ｼﾞﾂﾞｸjアカデミ柵池ﾚくらしき作陽大学ヅ

●稲本マリ(ビ沁=ｽﾞﾄﾞ)･

抽選会[ｽﾞ15:5o当ト▽①
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･緊急時に「困ったときはお互い様」と

いうあたたかい気持ちでかけつける

ＡＭＤＡの活動を心から尊敬していま

す｡私たちの「役に立ちたい∩をこれ

からもAMDAに託します。おかやまコ

ープとＡＭＤＡとの協定は夢でしたので

嬉しく思います。応援しています。

･現地ネットワークを持ち､誰よりもい

ち緊く行動できるAMDAは地元岡山の

誇りです。末永く活動していただくた

めできる限りのsupportをしていきます。

･小学校1年の孫が4月からおつりを少

しずつためたものです。今回病気の子

供達の為に使っていいよとの事で寄付

させていただきます。

･私の子どもの頃に戦争がありました。

食べるものも着るものも無く、とても

みじめでした。もう二度と戦争はして

はいけないと思います。胆界は誉和が

一番です。

・老齢にて社会に何のお役にも立ちま

せんが､毎日感謝の目を送っています。

94歳老婆。

･何でも東京中心の現在､岡山という一

地方都市にAMDAという阻界に訪る

国際貢献活動を行っているＮＰＯ法人

大和ハウスエ業健康保険組合様が医療消耗品を寄贈

菅波茂AMDAグループ代表、大和ハウスエ業健康保

険組合篠田耕郎常務理事、関野尚志事務長(右より)

国際理解･協力活動へ大きな地域のちから！

　　　　　　　玉野､lf立東児中学校　竹谷　和子

　本校において、ここ5年間国際理解教育について取り組

むなかで､最近目に見える形で生徒たちが具体的な国際支

援の取り組みを見せています｡主な活動として､バングラ

デシュの学校との交流や自然災害時での緊急募金活動など

です。これらの活動が校内だけでなく、この1年の間に地

域へ広がり始めました。１月13目、玉野市東児市民センタ

ーでの高齢者教室で､ミニコンサートも含めた活動報告を

行う機会をいただき、約90人もの方々が熱心に聴いてく

ださいました｡学校と地域を結ぶ市民センターの存在も心

強いものです。今後一層、地域の応援や協力が、大きな力

になることを確信する年頭の集いとなりました。

　　　　　　　　ＡＭＤＡ福山クラブ設立

　私たちは1995年､から、ＡＭＤＡ本部での後方支援のボランティア活動

や､地元でのネパール子ども病院救急車寄贈支援などを絞けてきました

が、ここ数年停滞気味でした。

　AMDAボランティアセンターからクラブとして活動してはどうかとの

アドバイスを受け、昨年11月１日に福山クラブとして新たに出発するこ

とになりました。参加メンバーは流動的ですが、サラリーマンパワーで

[ボランティアを楽しむ]をモットーに活動していきますので皆様のご指

導、ご支援をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　AMDA福山クラブ　クラブ長　藤井逸ｆ
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　　　　　　　矢掛町立美川小学校

があることを訪りに思います。

ケーキ1個食べたつもりです｡これからも

少しずつ協力していきます。

＊

　大和ハウスエ業健康保険組合様より、

マスクや除菌ウェットティッシュ他の

医療消耗品を寄贈していただきました。

これは、多くの組合員の方々からのご

支援により実現したものです。

　今後、自然災害など緊急救援活動の

際、被災者へ医療サービスの提供や支

援物資の配布を通して活用させていた

だく予定です。

　ご支援ありがとうございました。

（上）玉野市東児市民センターでの講演

（左）東児市民センター入口に募金箱とと

　　　もに置かれているのは、はぎれ布で

　　　作られたわらじ。地元の方がわらじ

　　　を寄贈してくださり、購入金額がこ

　　　の募金箱に。


